




れていたなどの緊急時に、すぐに主治医や親族に連絡が取れるように民生委員・児童

委員が対象者宅に「あんしんカード」を配布している。   

   

①あんしんカードの内容（例） 

・火事・救急車 １１９ 

・警察１１０ 

・自宅（氏名・生年月日・住所・℡） 

・緊急連絡先 ℡×××× 

・かかりつけ病院（医院）℡×××× 

・志摩市℡  ×××× 

・志摩市社会福祉協議会 ℡×××× 

・ごみ（可燃物・不燃物） ℡×××× 

・担当民生委員 ℡×××× 

※救急隊には、一人暮らし高齢者の自宅の

場合は、このカードが置いてあるので、内

容を記録してもらいたいと地域連携推進会

議（参照：32「地域包括支援センターによ

る医療連携に向けたケアマネジャー支援」）

を通して説明している。 

 

 

 ・  

  あんしん見守りネットワーク構築によって、それまで年間 12、13人あった徘徊高齢

者の捜索が皆無となった。地域の見守りが進み、道や店舗で迷っている人を速やかに

自宅へ送り届けることができるようになってきた。また、平成 18年度～20年度の高齢

者虐待通報・相談は、県下でもっとも多く掘り起こしが進んでいる。 

  こうしたネットワークは、「協力してください」とお願いして協力員の名前だけを増

やしても意味がない。地域の現状・課題を市民に投げかけ、市民が自分たちの問題と

して共通認識し、「私たちにできることは何か」と主体的に考えることで動き出す。 

そうなるには、行政が必要な情報提供を行ったり、知識習得の機会をつくったりし

ていくことが求められる。また、成功事例を丁寧に伝えていく（発信していく）こと

で、ネットワークが維持・強化が図られる。 

「他人のことには口出ししない」が当たり前の現代社会では、孤独死や虐待死、介

護心中などの前兆に気づけないことが多い。気づいていても無関心を装っていること

もある。日常の地域の異変に気付くのはまず近隣住民であり、日々家庭に出入りする

金融機関の渉外担当職員であり、回覧板を届ける自治会員であり、郵便局員などであ

る。昔ならどこにでもあったおせっかいな関係を見直し、「おかしいなと思ったら連絡

を」「ちょっと困っていそうなら声かけを」という見守り活動を進めることが必要であ

る。 

そして、この活動の目的があくまでも緩やかで温かな見守りであることを協力員に

繰り返し強調することで、地域の監視にならない安心感をもたらす。 

立ち上げようとする者が金融機関や商店、自治会など労力を惜しまず直接出向き、

見守り協力員の目的を伝え参画依頼をすれば、どこの市町でも実現できるネットワー

クである。 
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参考：認知症高齢者を地域で支えるまちづくり 

志摩市あんしん見守りネットワークへ 

登録しませんか 
「天気が良いから、ちょっと散歩をしてこよう」「知り合いの家まで出かけてくるよ」

と家から出ていった高齢者が自宅へ戻れず、不安そうに道を歩いていることがあります。 
認知症が進んできて、家族が目を離したすきに自宅からいなくなってしまうこともあり

ます。それは他の人から見れば徘徊（はいかい）と呼ばれますが、知らない場所に迷い

込んでしまった本人の不安は大きいのです・・。 
 

 

事前登録をオススメします（写真をお預かりします） 

外出して家へ戻ることに不安のある高齢者の方について、市へ登録しま 

せんか？（プライバシーは守られます） 

「うちのおばあちゃんは、こんな特徴があります」 

「うちのおじいちゃんは、こんな場所へ行く可能性があります」 

と写真を添えて登録していただくと、いなくなったときも鳥羽警察署と 

協力し、すぐ探し始めることができます。 

 

 

 

 

 

安心カードを持ちませんか 

外出して家へ戻ることに不安のある高齢者の方に、名刺タイプの「安心カー 

ド」を無料配布しています。住所や名前を書いてポケットに入れておけば、 

自分の名前や家の場所が言えなくても、保護した商店や事業所から自宅へ 

連絡を入れてもらうことができます。 

 

 

★認知症は病気の症状を指す言葉です。認知症を正しく理解し、地域の力で見守って

いきましょう。 

お問い合わせ先：志摩市ふくし総合支援室（℡ 44-0280）   
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あんしん見守り協力員さん、見守りお願いシート 

 見守りをお願いします 

（迷ったときは、ふくし総合 

支援室へお電話ください） 

今すぐ！！ 

ふくし総合支援室（44-0280）へご相談ください 

生活に困

っている

のかも？ 

 

 

□近隣とのつきあいがない 

□親族とのつきあいがない 

□生活環境が悪い 

□いつも同じ服を着ている 

 

□家にいるはずなのに、しばらく顔を見ない 

□衣類が汚れたままになっている 

□昼間でも雨戸が閉まっている 

□新聞、郵便物がたまっている 

□電気。ガス、電話が止められている 

□夜遅くなっても、家の明かりがつかない 

□食べるものがほとんどない 

□最近、目立ってやせてきた 

□「おなかが空いた」と訴える 

年金が自

由につか

えないの

かも？ 

□身体が悪くないのに、子ど

もが働いていない 

□以前よりも生活が質素にな

った 

□通帳や印鑑を盗られたと訴える 

□年金があるのに、お金がないと訴える 

□持病があるのに、医療機関に通院しなくなった 

□お小遣いを持っていない 

□介護が必要なのに、介護サービスを使わない 

□ふらふらになって歩いている 

家族のこ

とで困っ

ているの

かも？ 

□介護者が病気 

□介護者に障害がある 

□介護者と高齢者が長年不仲

である 

□ひとり暮らし 

□２人暮らし 

□介護者が朝から酒を飲む 

□ケンカばかりしている 

□高齢者に冷たい発言や態度をとる 

□家族内での暴力行為がある 

□「高齢者が施設に入れてくれ」と言う 

□介護者が、「介護が大変、疲れた」と言う 

□どなり声が聞こえる日が多い 

□泣き声が聞こえる日が多い 

認知症が

はじまっ

ているの

かも？ 

□車の運転が危ない 

□少しもの忘れが目立つ 

□同じことを繰り返してしゃ

べっている 

□ゴミの分別ができない 

□会話が通じにくいと感じる 

 

□ヒゲ、髪、爪が伸びたままになっている 

□顔や手足に内出血や傷がある 

□ゴミがあふれてイヤな臭いがする 

□夜間に出歩いたり、道に迷ったりしている 

□同じ物をいくつも（何度も）買っている 

□知っている人に、初対面のあいさつをする。 

□通帳やお金をなくす、管理できない 

□近所の人や店とのトラブルが増えた 

□同じ用件で、何度も電話をしてくる 

□不審者が出入りしている 
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